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プロフィール： 1960 年熊本南阿蘇生まれ。広島教会を経て教会事務局長に就任。教会震災救援として石巻を

中心に活動。その後大江教会を経て、広島教会に再赴任。2021 年こども食堂「るうてる食堂クレヨン」を開始

する。 

現在西教区長 2 期目。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域に開かれ、地域に求められる教会」 
日本福音ルーテル広島教会 立野泰博牧師  

「地域に開かれた教会」とは何でしょうか。その言葉に少し無理がある

ように思います。なぜなら教会内からの考えだからです。地域にとって 

は教会が開かれていても、閉じていてもいいのだと思います。 

地域が教会を開いて欲しいという声を聞いたことはありません。        

それ以前に地域の人々とのつながりがありません。ところが最近その声が「ある」と知りました。 

「るうてる食堂クレヨン」（こどもも大人も誰でも食堂）は５周年を迎えました。こんなに必要があるとは。いまで 

は「るうてる食堂」は地域コミュニティ食堂となりました。教会が居場所となり、こどもや高齢者の見守り拠点と 

なりました。ルーテル保育所の家族が中心ですが、小中学生の参加が倍増してきました。地域で一人暮らしのシニ

ア、事情がある方々も来られています。そのため「いきいき健康サロン（認知症予防カフェ）」も始めました。 

この活動は地域に広がっています。町内会から支援金を毎年いただています。「るうてる食堂」がさらに広がってい

くのか楽しみです。神様がなさることはわかりません。ここに恵みがあることは確かです。 

地域とのつながりで「るうてる食堂」を支援してくださる企業も増えました。ルーテルビルにおられる明治さんがお

菓子を、広島アンデルセンさんがパンを、広島市農業振興センターから野菜の支援があります。るうてる食堂はこの 

ビルの企業と共に地域奉仕をしています。最近「ルーテル教会が開かれていてよかった」という声を聞きました。 

それは「るうてる食堂」があったからです。「るうてる食堂」は「世に仕える」ことの実践です。 

女性会にも不思議な現象があります。会員が調理ボランティアであること。教会の礼拝に来たことがない地域の方

が、女性会に参加されていること。地域シニアのための「いきいき健康サロン」参加者が女性会に来られること。教

会に集う方々ばかりでなく、そこに居場所を求めて来られる方がおられたのです。いまの女性会に必要なのは、女性

会の在り方を見直すことだと思います。女性会が大切にしてきた聖書研究、祈り、支援はしっかり守り、活動に関し

ては臨機応変に様々なことをやってみる。先日はるうてる食堂のボランティアさんが女性会でフラワーアレンジを 

教えてくださいました。認知症サポーター講座、健康講座。終活セミナーもあります。 

地域のニーズを受け取り、集える居場所を作ることで地域に求められる女性会となる。地域からみる女性会など 

「るうてる食堂」をとおして教えられています。 
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花みずき 
 

総 主 題   虹の架け橋を見上げてー平和・寛容・多様性 
主題聖句   あなたがたは、それぞれ賜物を授かっているのですから 

           神様のさまざまな恵みの善い管理者として、その賜物を用いて  

互いに仕えなさい。                       （ペテロ１ ４：１０） 
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びふぉー・あふたー 

地域の方々との小さなふれあい      

神戸東教会  乾 康子 
「親しみを感じてもらえる教会に」との思いから、教会の掲示板を利用して、飾りものやイベントの

紹介をすることを思いつきました。 

事始めは、昨年１２月のクリスマスコンサートの案内やクリスマス飾り。特に五勺マスのツリーは 

つみ木に見えるのか、幼いお子さんも興味シンシンでした。 

次は、３月１日（日）の教会のひな祭りの案内。いきなり教会の中はハードルが高いかなと、玄関先

にもおひな様を飾りました。すると、足を止めて眺める方や写真を撮る方もおられました。そんな時

は、「教会の中にもおひな様はたくさんありますよ」と案内係の出番です。 

おひな様の鑑賞後は、おぜんざいの振る舞いもあり、多くの方が来てくださいました。 

おひな様を寄贈して下さった方はじめ、教会学校つながりの方の出会いもありました。 

４月５日（日）のイースターは喫茶とミニバザー。１番乗りは、掲示板に「ケーキセットお子様無

料」と書いてあるのを見た男の子の二人連れ。緊張した面持ちで教会員手作りのイチゴのロールケー

キを賞味。２人乗りのベビーカーを押して花見に行く途中の若夫婦も、ティータイムにお立ち寄り。 

 この日はイースターエッグ作りの体験もありました。卵をフイルムに包み、お湯につけると、あっ

という間にラッピングが出来るのを見て、驚きの声があがりました。 

「長い間教会の近くに住んでいますが、中に入るのは初めて」と言われる方も何人もおられ、幼いお

子さんから高齢者の方まで３０名近くの方々が来られました。 

思い出に残る素敵なイースターのお祝いの日になったことを、神様に感謝いたします。 

また、５月１０日（日）の母の日には、器にマスを用いてカーネーションのアレンジ体験を企画。ひ

のきの香りいっぱいの五勺マスは、製造元が寄贈してくださいまし

た。当日来られた方に喜んでいただけますように。まずは呼び込み

から、がんばっていきまっしょい！ 
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   現地実行委員会 

           連盟担当  沼崎素子                       

5 月 16 日（土）大阪教会において、第 1 回現地実行委員会が行われました。 

来年 6 月に開催される第 27 回女性会連盟総会・百周年記念大会の運営に携わる 15 名（連盟役員 4

名・教区役員 4 名・関西地区各教会からの 7 名）が初めて顔を合わせ、総大会を支える協働の歩みが

スタートしました。開会礼拝では、竹田大地牧師より「試練は神様からいただくもの。そして神様は

いつも私達と共におられ、私達の働きと信仰の歩みを潤いのある豊かな所へ導いてくださる。」との

力強いメッセージに励まされました。その後、今現在決まっている内容について連盟からの報告、 

そして実行委員会の役割決めについて話し合われました。委員長は西教区女性会会長の籾山昭恵（京

都）、副委員長は上出てるひ（神戸）、会計は小西敬子（大阪）と

米田節子（大阪）、書記は鈴鹿文音（天王寺）と金田貴子（大阪）

が担当することになりました。次回は 8 月 29 日（土）です。 

現地実行委員会の働きの上に主の豊かなお導きがありますよう

に、どうか皆様お祈りください。 

◎今後の予定 

・6/21（日） 中国四国地区連絡会（広島教会） 

・8/16（日） 第 9 回役員会  

・8/29（土） 第２回現地実行委員会 

・10/26（月）～10/27（火） 

 連盟合同役員会（ルーテル市ヶ谷センター） 会長出席 

 

召天者名（2025 年度）                

3 月 14 日 山本成子さん ９９才（西宮教会） 

4 月 22 日 中田美智子さん 9５才（京都教会）  

  ５月 14 日 鳴海末子さん ８８才（天王寺教会） 

  11 月 16 日 林 啓子さん ９６才（天王寺教会） 

  2026 年 3 月 30 日 光野幸子さん 94 才（松江教会） 

           主の平安をお祈りいたします 
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2025 年度決算会計報告書 ・ 2026 年度予算  
     

項    目 2024 年度決算 ２０２５年度補正予算 2025 年度決算 2026 年度予算 

【収 入】         

 教 区 会 費(会員数) 166,800  166,800 163,200  163,200  

教区指定献金 91,600  95,000  90,600  90,600  

その他献金   0  78,041  0  

補  助  金 50,000  50,000  50,000  50,000  

喜望の家支援金 67,000  70,000  66,000  66,000  

青少年育成支援金 49,000  40,000  49,500  49,500  

るうてるホーム支援 48,000  50,000  49,000  49,000  

雑  収  入 26  1  437  400  

（総会用）繰入金 262,076  0  0  0  

繰  越  金 219,384  425,042  425,042  395,684  

収 入 合 計 953,886  896,843  971,820  864,384  

【支 出】         

 役 員 会 費 119,580  20,000  24,940  20,000  

 通  信  費 10,824  30,000  23,761  30,000  

 文  書  費 16,860  30,000  32,680  30,000  

 活  動  費 116,960  250,000  179,835  100,000  

喜望の家支援金 67,000  70,000  66,000  66,000  

青少年育成支援金 49,000  40,000  49,500  49,500  

るうてるホーム支援 48,000  50,000  49,000  49,000  

総 会 用 積 立 金 100,000  150,000  150,000  250,000  

雑 費 620  700  420  500  

 次 年 度 繰 越 金 425,042  256,143  395,684  269,384  

支 出 合 計 953,886  896,843  971,820  864,384  

連  盟  関  係 青 少 年 育 成  支 援 金  

 連盟会費 （ 139 名） 353,600  収   入 金  額  

会報購読 （  52名） 28,000  2024 年より繰越 250,906  

連盟指定献金 58,000  2025 年支援金 49,500  

感謝献金 80,500  合  計 300,406  

神学校神学生支援 54,000  支    出 金  額  

TNG 次世代支援 43,500  春キャン.子どもキャンプ 0  

 リーストコイン 25,260  青年バイブル 0  

ＡＣＷＣ支援 25,600  関西地区 CS 20,000  

    合  計 668,460  合  計 20,000  

  繰 越 金 280,406  

 


